
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「初夏の風に思うこと」 
 

                      校長 真茅 孝洋 
新年度がスタートし，１か月が過ぎようとしています。 

 ５月５日の立夏を過ぎ，大型連休を終え，令和６年度の学校生活も本格
的に動き始めたようです。 
 １年生は 20 日から１泊２日の宿泊学習，２年生は２泊３日の修学旅行，３
年生は 21 日から３日間の職場体験が計画されています。連休明けからそ
の準備が本格的に始まり，落ち着いた中にも活気が感じられる毎日を過ご
しています。 
 部活動も，地区総体を６月に控え，寸暇を惜しんで練習に励む様子が至
る所で見受けられます。５月 7日の全校朝会では，今月の 30日に行われる
陸上競技種目の推戴式を行いました。陸上競技大会へは，選抜された選
手で編成され出場します。 
そのような中，去る４月 24 日に実施された「茶摘み体験学習」。本年度も
農研機構をはじめ，さまざまな場面で協力を頂きながら，無事終えることが
できました。 
 昨年度から，「茶摘み体験学習」と併
せて，茶畑までの往復時に道路のゴミ拾
いも取り入れました。今年度は昨年度の
反省を考慮して，復路だけの実施としま
したが，茶摘み体験と合わせて，地域の
産業だけでなく，自分たちを取り巻く環
境についても，知る良い機会になったの
ではないかと思います。 
 このように，本校では，茶摘み体験学習だけでなく，さまざまな体験学習
について取り組んでいます。 
 文部科学省のホームページでは，「体験活動」について，次のように説明
されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
今回の「茶摘み体験学習」で子供たちの手で摘み取られた茶葉は，煎茶と
して製造され，全校生徒・教職員に配布したり，来校された方に出されたり，
お土産として配ったりしています。自分たちの手で摘み取った茶葉が商品
化されたことは，子供たちにとっても貴重な体験で，大きな自信となったこと
でしょう。 
 本校では，今後もこのような体験活動に取り組んで参ります。ご理解とご
協力をよろしくお願いします 
 

 

４月 24 日（水）に農研

機構様のご厚意により，本

年度も「茶摘み体験学習」

を全校生徒が行いました。

担当の吉田克志さんや学

校応援団の中原真洋さん

から丁寧に手摘みの方法

を説明をしていただき，そ

の後，実際に茶摘み（一芯三葉）を行いました。今回の茶の品

種は「はるみどり」です。目標は１班３kg で全員で合計 18kg

を目標としていましたが，目標を大きく上回る 30kg を収穫す

ることができました。４月 25日ＮＨＫ鹿児島や 4月 29日のＭ

ＢＣ南日本放送にて体験学習の様子が放映されました。茶摘み

体験学習をさせていただき，子供たちは別府で過ごした貴重な

思い出の１つになりました。 
 

 

 

４月 30 日（火）に前

期生徒総会がおこなわ

れました。生徒会役員の

紹介，生徒会スローガン

であ「CHALLENGE」の発

表，現在の生徒会の取

組，各専門部の後期の反

省と前期の計画，決算収

支報告，予算案等について説明と協議を行いました。新一年生

にとっては初めての生徒総会でしたが，生徒自身によって学校

をより良い会にするために活発な意見交換が行われました。 
 

 

 

 ４月 26日（火）に避難訓練を行

いました。今回は地震と火災を想

定した避難訓練になります。雨天

のため，消火訓練は実施できませ

んで市が，枕崎消防署から１名の

署員の皆様が来校し，講話をして

いただきました。 

講話では，避難経路の確認や避

難方法，消火器の使い方等を学びました。避難訓練の際は互い

に話することもなく，スムーズに集合場所に集まることができ

ていました。本日の訓練を通して自らの命を守る大変有意義な

学習になりました。 

ご家庭でも，災害時の避難場所や避難方法等について話し合

いを深めておいてください。 

 
５月７日（火）に今月３０日に開催予定の地区陸上大会に向け

ての推戴式を行いました。陸上部のな
い別府中ではありますが，各学年から
選抜された生徒たちが大会に臨むこ
とになります。 
大会まで残された日々は少ないで

すが，放課後を中心に練習に励んでく
れています。それぞれのベストを尽く
して頑張ってほしいと思います。 
 

 

 

 

５月９日（木）に農研機構様の 

ご厚意により，茶摘み 体験学 

習で収穫した茶葉を煎茶してい 

ただきました。一袋あたり 30ｇ 

に小分けし，パッケージも作成し 

ていただきました。お茶の収穫の 

大変忙しい中に尽力していただき本当にありがとうございました。

これからも郷土教育と環境教育の充実に努めてまいります。 

 

 

 

 

５月 10 日（金）に４

年ぶりに小中合同の転

入職員の歓迎会が行わ

れました。小中合わせて

７名の職員が別府名物

のそばに舌鼓を打ちま

した。たくさんの地域の方々の参加もあり大変盛り上がった時間

になりました。準備をしてくださった皆さん。本当にありがとう

ございました。 

日（曜） 6月の主な行事予定 

３（月） 

４（火） 

６（木） 

７（金） 

８（土） 

11（火） 

12（水） 

16（日） 

17（月） 

19（水） 

 

教育相談（～10日） 

全校朝会（地区総体推戴式） 

高校説明会（～７日） 

歯と口の健康に関する指導（中２） 

土曜授業 

南薩地区中学校総体（～13日） 

期末テスト前部活動停止期間（～20日） 

日曜参観 ＰＴＡ講演会 

振替休日 

1学期末テスト（～21日） 

１園２校総会 

 

 
「共に生き 共に学び 共に叶える ～別府の絆を誇りに～」 

一校一風 「礼を正し 時を守り 場を清める」 

学校だより 枕崎市立別府中学校  

令和６年５月１７日     第２号 

            別中ブログ 

 

「体験活動について」 
 体験活動とは，文字どおり，自分の身体を通して実地に経験する活動のことで
あり，子供たちがいわば身体全体で対象に働きかけ，かかわっていく活動のこと
である。 
この中には，対象となる実物に実際に関わっていく「直接体験」のほか，インター
ネットやテレビ等を介して感覚的に学びとる「間接体験」，シミュレーションや模型
等を通じて模擬的に学ぶ「擬似体験」があると考えられる。（途中省略） 今後の
教育において重視されなければならないのは，ヒト・モノや実社会に実際に触
れ，かかわり合う「直接体験」である。  ～途中省略～  体験活動は，豊かな
人間性，自ら学び，自ら考える力などの生きる力の基盤，子供の成長の糧として
の役割が期待されている。つまり，思考や実践の出発点あるいは基盤として，あ
るいは，思考や知識を働かせ，実践して，よりよい生活を創り出していくために
体験が必要であるとされている。 


